
2022年 度  事 業 報 告 書

2022年 4月 1日 から  2023年 3月  31日 まで

特定非営利活動法人 その人を中心とした認知症ケアを考える会

1事 業の成果
1)・ 研修事業については、新型コロナウィルスの影響により、対面での研修会主催が難しく、2022年度も、Zoom(オ

ンライン会議システム)を用いて、研修会や公開講座などのイベントを年5回開催した)葛飾区、豊島区、認知
症の人と家族の会東京都支部他より依頼を受け、対面研修の講師を派遣した。

・多にな現場の状況を鑑み、講師の了解が得られた場合には、引き続き、後日視聴にも取り組ん:亀
。公開講座では、新潟市より実況中継で、mmgo― to( の皆様の活動を紹介させて頂いた。
・VIPS第2版出版記念セミナーの後、スタートした偽fO VIPSは、隔月第3水曜夜に継続してきた。VIPSに関する疑
問や実践例を話題として提供しながら、それぞれの立場でパーソン・センタード・ケアについて意見交換でき、
交流の場としても好評を得ている。3月 には観瓢扁の会を開き、実践のふり返りとして活用する方針を得た

2)健康事業では、引き続き、国立市の居場所づくり事業ひらや照らすにおけるメモリーカフェを月1回開催し,電

市民の方々だけでなく、近隣の専門学校の学生らの参加も増え、7月 には、学園祭に出張メモリーカフェとして
参加、多世代交流を深めたD

3)DCM支援事業は、PDネットワーク沖縄九州ブロック主催のIM勉強会に講師として協力させて頂いた。
4)調査研究事業では、当初考えていたⅨⅢや回想ワークについての研修は実施できなかったが、科研費によるケア

文化の研究に協力させて頂いた。
5)交流事業では、ニュースレター発行 (年2回)、 ホームページに年誦 勺10回、活動案内や活動報告、実践報告、
関連情報等を投稿、発信しフL

6)管理面では、認定期間が終了し、会員は一定程度減少したものの、正会員62名、賛助会員9名、賛助団4根)団体が
引き続き支援して下さっている。講師依頼や参加申し込みはなかなか回復の兆しが見えないが、当会の強みを生か
し、現状に見合った持続可能な運営を目指して、今後も運営に努力したい。

2事 業の実施に関する事項

事業名 事 業 内 容
施

時

実

日

施

所

実

場

従事者

の人数

受益対象者
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活 動 計 算 書

特定非営利活動法人その人を中心とした認知症ケアを考える会

[税込](単位 :円 )

自 2022年 4月 1日  至 2023年 3月 31日

【経常収益】

【受取会費】
正会員受取会費
賛助団体受取会費

【受取寄付金】

受取寄付金

賛助寄付金

【受取助成金等】
受取助成金

【事業収益】
(1)研修・啓発事業

(4)調査・研究事業

【その他収益】

受取 利息

経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

給料 手当(事業)

人件費計

(その他経費)

業務委託費

諸 謝 金 (事業)

印刷製本費 (事業)

会 議 費 (事業)

旅費交通費 (事業)

通信運搬費 (事業)

消耗品 費 (事業)

賃 借 料 (事業)

交際費 (事業)

支払手数料 (事業)

その他経費計

事業費 計

【管理費】
(人件費)

諸謝金管理

給料 手当
ボランティア謝金

人件費計

(そ の他経費)

旅費交通費
通信運搬費

消耗品 費
水道光熱費

賃 借 料
備  品

租税 公課

支払手数料

業務委託費 (管理 )

その他経費計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益 計

【経常外費用】

191,000

246,528

90 000 281,000

279,528

621,265

428,385

4

33 000

331,720

96 665

185 000

50,000

250,000

9 000

531,468

1,610,182

1,496,648

185 000

24,024

239,445

2,109

22,000

19,040

5,360

16,295

12,370

5,000

825

346,468

309 000

4,730

237,814

41,366

12,000

180,000

124,207

200

11,797

44,066

113,534

0

656,180
965,180



活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

自 2022年 4月 1日  至 2023年 3月 31日の ′さ

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

した ア え

0

113,534

70,000
43,534

1,559,453

1,602,987



貸 借 対 照 表
特定非営利活動法人その人を中心とした認知症ケアを考える会 [税込](単位 :円 )

313

資  産  の 負  債  の

科   日 金  額 禾斗   目 金  額

の

【正味財産】
前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額
正味財産 計

1,559,453
43,534

1,602,987

【流動資産 1

(現金・預金 )

研修参加費口座

視聴覚教材 口座
普通 預金

郵便振替預金

現金 。預金 計
流動資産合計

189,047
444,560
278,186
691,194

1,602,987
1,602,987

【流動負債】
流動負億 計

T味 財 産合 計 1.602.987
1.602.987資 産G 1,602,987



16 28

2022年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 その人を中心とした認知症ケアを考える会

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準 (2017年 12月 NPO法 人会計基準協議会)

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固 定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サー ビスを受けた場合の会計処理

(5)消 費税等の会計処理

2.事業別損益の状況

4)事業 5)事業
事業部門計 管理部門 合 計科 目

1)事業 2)事業 3)事業
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I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.そ の他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費

業務委託費
諸 謝 金

印刷製本費
会 議 費
旅費交通費

通信運搬費
消耗品 費
賃 借 料
水道光熱費
交際費
備品
租税公課
支払手数料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



3.施 設の提供等の物的サー ビスの受入の内訳

内容 金額 算定方



4.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

内容 期首残高
ユ
ニ 期 坪 加 額 当期減少額 期末残高 備 考

合計

科 目 期首取得価額 取乍 減 少 期末取得価額 減価償却累計額 月末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合 計

5.固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳

7.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者 との取引は以下の通 りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な
事項

事業費と管理費の按分方法

8

科
「
コ 期首残高 当掬I :入 当期返済 期末残高

合 計

科 日
計算書類に

計上 された

金額

内、役員と
の取引

内、近親
者及び支
配 7去人 と

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



財 産 目 録
特定非営利活動法人その人を中心とした認知症ケアを考える会
全事業所

[税込](単位 :円 )

2023年 3月 31日 現在

【流動資産】

(現金・預金 )

研修参加費 口座

視聴覚教材 口座

普通 預金

郵便振替預金

現金・預金 計

流動資産合計

資産の部 合計

【流動負債】
流動負債 計

負債の部 合計

正味財産

“

薩 :あ蔀

「

~

189,047

444,560

278,186

691 194

1,602,987

《負債の部》

1,602,987

1,602,987

0

1,602,987



書式第 18号 (法第 28条関係 )

2022年度 年間役員名簿

2022年 4月  1日 から  2023 年 3月  31日 まで

特定非営利活動法人その人を中心とした認知症ケアを考える会

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 村田 康子
2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月

月

日

日年

理事 内田 達
2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 磯岡 雅人
2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 渡辺 恵美子
2022年4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理 事 伊藤 孝子

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 西脇 聡実

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 田邊 薫

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 稲増 和佳
2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

～ 年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日

年 月 日



書式第 19号 (法第 28条関係 )

社員の うち10人以上の者の名簿

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 その人を中心とした認知症ケアを考える会

氏    名

1 村田 康子

2 伊藤  孝子

3 内田 達二

4 稲増 和佳

5 田邊 薫

6 西脇  聡実

7 渡辺  恵美子

8 磯岡 雅人

9 小川  真寛

10 井上 薫

11 田口 友彦

12 守口 恭子


